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香大っこサポーターの育成と活躍～両立支援における地域との協働～

香大っこサポーターの育成と活躍
～両立支援における地域との協働～

長　安　めぐみ（男女共同参画推進室　コーディネーター）

石　井　　　明（工学部・男女共同参画推進室　副室長）

１．はじめに

　香川大学では、平成 22 年度より女性研究者研究活動支援事業 ( 旧女性研究者支援モデル育成事業 )

の採択を受け、男女共同参画推進室が中心となって、全学の男女平等施策を進めてきた。本学は、平

成 22 年に次世代育成支援対策推進法に基づく認定企業として「くるみん」の認定を受け、同法に基

づき行動計画の第３期に取組んでいる。早期から子育てとの両立への支援施策が施され、子育て等に

取組む教職員にとって、働きやすい職場としての土壌を持っている。それを補完する形で、男女共同

参画の視点に立った環境づくりの一環として、子育て中の教職員の教育研究や業務と家庭との両立支

援施策を計画し実施した。

 本題の「香大っこサポーター」は、学内に組織した学生のボランティア組織である。学内での託児

事業の補助的な役割を担う託児サポーターとして、教育学部の幼児教育や特別支援教育の養成課程の

学生の協力を得て、平成 22 年度から組織された。その後、男女共同参画室が、独自の養成・登録の

システムを構築し、平成 25 年現在までの３年間、取組を継続実施してきた。今では、対象学部の範

囲を広げ、５学部から 32 名の男女の学生が登録をしており、活発な活動を展開している。また、そ

の活動内容の幅も年々広がっており、学内の短時間の一時保育や大学入試センター試験時等の教職員

の休日出勤時の託児、小学生を対象にした夏季開催の児童サマースクール（短期学童保育）、学内の

学会時の託児、大学のイベントに参加する子どもたちの支援など、活動は多岐にわたっている。

　香大っこサポーターの養成については、休日出勤時の託児を担当する、民間の託児ボランティア「あ

ゆみ」1) との協働で行ってきた。託児に関する基礎知識の習得や実際の託児の体験学習では、地域の

乳幼児と保護者が大学に足を運び、学生に体験の機会を提供している。本活動は、大学と民間、学生

と市民との協働の取組としても注目を集めており 2)、地域の子育て支援を担う人材育成としても期待

されている。平成 25 年度には、「地域子育て支援士（二種）」（NPO 法人子育てひろば全国連絡協議会

認定）の資格を、香大っこサポーターの有志４名が取得するという成果にも繋がった。

　本実践記録は、教職員の両立支援のサポーターとして立ち上げた「香大っこサポーター」の育成の

歩みとその活躍の状況を報告し、今後の本学における両立支援における地域との協働と、そこに参画

する学生への教育効果の可能性をまとめた。将来、ワーク・ライフ・バランス（仕事と家庭の調和）

を実践できる社会人として、男子学生も女子学生も、実際の育児に取組む先輩との交流は、大きな力

になると考えられる。本稿は、香大っこサポーターの今後の更なる豊かな活動の展開を期待し、その

取組の詳細を記録したものである。
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２．香大っこサポーターの育成の歩み

　香大っこサポーターの登録状況を表１に示す。平成 23 年度よりホームページ上に登録システムを

構築し、希望する学生の便宜を図ってきた。また、登録継続については、年度が変わる度にメールで

継続の意志の確認を行っているが、学生のメールアドレスの変更により確認が取れなくなることも多

い。養成に関しての紹介や説明は、全学共通科目“人生とキャリア”や男女共同参画推進室員が担当

する講義等でも行い周知を図ってきた。

表１　香大っこサポーター登録数の推移

新規登録者数 登録継続者数 総数 活動実績

平成 22 年度 14 名 － 14 名 なし

平成 23 年度 11 名 7 名 18 名 サマースクール

平成 24 年度 8名 11 名 19 名 サマースクール・個別託児・センター入試時託児

平成 25 年度 24 名 8 名 32 名 サマースクール・個別託児・学会時の託児
センター入試時託児
地域子育て支援士 2種取得

（１）平成 22 年度　特別支援教育

　香大っこサポーターの養成は、本学の女性研究者研究活動支援事業 3) の一つである「学生を活用し

た託児ボランティア組織の検討」を実践に結び付けたものである。本事業の初年度の平成 22 年 11 月

に実施した「学内緊急要望アンケート」( 回答 63 名 ) において、本学の教職員に大学施設内での託児

の実施に際して意見を求めたところ、センター入試における休日出勤時の託児を是非とも実現してほ

しいとの意見が寄せられた。そこで、大学本部の近隣の元保育園施設(薬王寺が運営)に協力を依頼し、

一時保育場所を確保するとともに、教育学部の幼児教育と支援教育の担当教員に協力を求め、子ども

の基礎的な知識や実習経験のある学生に手伝いを依頼した。その結果、14 名のボランティアの学生を

集めることができた。しかし、託児希望者を学内で公募したところ、周知の時期が遅かったこともあ

り希望する教職員が 1名であったため、結局、託児は実現しなかった。この際、多忙な学生にボランティ

アを依頼することの難しさや香大っこサポーターの活動目的の分かりにくさ、教育面の効果、コスト

面で学内託児の実施の課題が見えてきた。

（２）平成 23 年度　香大っこサポーター養成講座の開催

　平成 23 年度は、前年度の経験を踏まえ、男女共同参画推進室が主催し、学生のサポーター養成講

座を企画した。これは、学内の託児利用該当者へ制度周知も兼ねており、全学メールや学生へチラシ

を配布し広報に努めた。しかし、香大っこサポーターの具体的な活動の実績が全く無く、託児サポー

トの目的が分かりにくかったためか、講座の参加者は今一つで 11 名に留まった。講座の内容を表２

に示す。学内外の専門家に協力を依頼し充実した内容になった。また、講義等で計画した講座に参加

できない学生も多かったため、本講座の様子を DVD に編集し、講座に参加できなかった学生へ貸出し、

DVD 視聴による受講ができるようにした。
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表２　養成講座実施内

平成 23 年
6 月 1 日（水）

香大っ子サポーターの活動と個人情報
の保持 男女共同参画推進室

長安コーディネーター

サポートの前に気を付け
たいこと

講座①
仕事も家庭も、安心して続けるために

男女共同参画と両立支援
の整備の必要性

6月 29 日（水）講座②
子どもの発達とあそび

香川大学教育学部

松本博雄　准教授
子どもの発達の基礎

講座③
大学研究者の仕事と研究そして暮らし

香川大学農学部

野村美加　准教授
女性研究者の研究活動の
実際

7月 6日（水） 講座④
子どもと楽しく安全に過ごすために

託児ボランティアあゆみ　　
梶ヶ谷眞知子さん

託児活動の基礎知識

講座⑤
共稼ぎ家庭のイクメンパパのとりくみ

香川医療生活協同組合

法人本部組合員活動部

岸本大助さん
男性の子育ての参画

講座⑥
子どもの病気と看護基礎知識

へいわこどもクリニック

病児保育はとぽっぽ

増本正子さん
大江久海子さん

子どもの病気の基礎知識・
病児保育について

（３）平成 24 年度　香大っこサポーターフォロー講座の開催

 平成 24 年度は、新たに養成講座は開講せず、登録を希望する学生に、個別に順次 DVD を貸出し、

受講を促し８名が登録した。また、センター入試の託児に香大っこサポーターが参画するようになっ

たため、その対応として、登録者に向けてフォロー講座を実施した。

表３　フォロー講座実施内容

平成 25 年
1 月 11 日（金）

フォロー講座
「初めて会った子どもと楽しく安全に
過ごすために」

託児ボランティアあゆみ　　
梶ヶ谷眞知子さん

センター入試時等での子
どもの一時預かりの際の
危険防止・安全管理・遊
び方のコツ

＊＊＊現場の声＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

○香大っこサポーターの養成と活動の現状

　人が学ぶ上で、どんな場で学ぶのかということは、学びの内容に決定的な影響を与えます。このこ

とを大学教育の文脈で言いかえれば、学生にどんな学びの場を提供できるのかというかたちで言い換

えることができるでしょう。

　大人の思い通りに動くわけではない「子ども」についての学びを深める上では、座学に加え、実際

に子どもと向き合う経験が大きな手応えとなります。そのような意味で、男女共同参画推進室によっ

て平成 23 年度より準備された「香大っこサポーター」の活動は、本来の目的である育児支援を超えて、

学生にとって有益な学びの場として成り立つ可能性をもった活動だと感じます。平成 23年度は 11名、

24 年度は８名と、まだその数は多くはありませんが、教育学部だけではなく、経済学部や法学部、農

学部の学生からなる多様な仲間で、夏のサマースクールやセンター入試の託児、一時保育等に力を尽

くしてくれました。

　男女共同参画推進室の活動のねらいは、狭い意味での女性支援や育児支援ということではなく、そ

れも含めて大学にかかわるすべての人が豊かに過ごせるよう支えることだと考えます。つまり、参画

推進室の活動は、香川大学の構成員一人ひとりに関係すると同時に、私たち一人ひとりがアイデアを

香大っこサポーターの育成と活躍～両立支援における地域との協働～
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出して創り上げていくものです。香大っこサポーターによる一時預かりの活動は、産声をあげたばか

りゆえ、保険の問題や保育スペースの問題など、これから解決せねばならない問題があることも確か

です。とはいえ、何事も形になるには一定の時間がかかるもの。課題を前向きに出し合いながら、育

児支援と学生の学びを有機的に切り結べる可能性をもった「香大っ子サポーター」活動を、少しずつ

育てていきたいものです。今後ともご支援のほどよろしくお願い申し上げます。

（教育学部女性研究者支援員　松本博雄）

「女性研究者研究活動支援事業」事業成果報告書 (2013) より

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　

（４）平成 25 年度　香大っこサポーター養成講座の開催

　女性研究者支援モデル育成事業は平成 24 年度で

終了した。しかし、男女共同参画推進室の事業は継

続され、香大っこサポーターの養成と託児等の活動

についても、継続事業として予算措置がなされた。

平成 25 年度は、各キャンパスのサポーターの数の

拡大を目指し、表４の取組を行った。まず、学内に

向けて「香大っこサポーター」の活動内容を知って

もらうために「活動説明会」を計画した。リーダー

的な存在を務めた学生にビデオで登場してもらい、

取組のスライドと一緒に様子を紹介することにし

た。説明会の広報については、各学部の１・２年生に向けて、男女共同参画推進室員の協力を得て、

2000 枚募集チラシを配布した。

　７月３日に開催した「香大っこサポーター説明会」には今までの最多の 36 名の学生が参加した。

内容は下記の通り。学生は先輩サポーターの体験談のビデオに興味を示し、香大っこサポーターのサ

マースクールや休日出勤時の託児の写真のスライドショーに集中し、活動に期待を持っている様子

だった。そして、説明会の後、興味のある学生（34 名）が残り、引き続き、養成講座①実践編、養

成講座②理論編を開催した。養成講座③～⑥については、個人の学習ペースに合わせて、受講希望者

に DVD を貸出し、受講することとした。説明会と実践講座での乳幼児との触れ合いの体験は、サポー

ターをめざす学生のモチベーションをぐっと上げた様子で、その後、意欲的に DVD 学習を進める者

が多かった。

　また、平成 25 年度からサポーター希望の学生へ託児体験実習を２回計画実施した。先に述べたと

おり、乳幼児との触れ合いを通じて、学生たちは豊かな学びを得る。本実習は、プロフェッショナル

な民間の託児ボランティアの指導を受けながら、短時間の託児を安心して安全に経験し、託児体験を

通して多くのことを学ぶことができた。
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表４　説明会及び養成講座実施内容

平成 25 年
7 月 3 日 ( 水 )

説明会①　概要説明
香大っこサポーターの活動と役割

男女共同参画推進室

長安コーディネーター
香大っこサポーターの目
的について、概要を説明

説明会②　活動紹介
先輩からのメッセージ・活動をスライ
ドで紹介

香大っこサポーター

片岡みどり (看護 )
西山　有希 (経済 )

香大っこサポーターとし
てサマースクールで活躍
した様子紹介

養成講座①　実践編
子どもと楽しく安全に過ごすために

子育て広場を利用する地
域の乳幼児 5 名とその保
護者

実際の赤ちゃんと短い時
間触れ合う。実際の赤ちゃ
んの重さの人形も体験。

養成講座②　理論編
子どもと楽しく安全に過ごすために

託児ボランティアあゆみ　　
梶ヶ谷眞知子さん

子どもの一時預かりの際
の危険防止・安全管理・遊
び方のコツ

追加養成講座 養成講座③（DVD 受講）
子どもの発達とあそび

香川大学教育学部

松本博雄　准教授
子どもの発達の基礎

養成講座④（DVD 受講）大学研究者の
仕事と研究そして暮らし

香川大学農学部

野村美加　准教授
女性研究者の研究活動の
実際

養成講座⑤（DVD 受講）共稼ぎ家庭の
イクメンパパのとりくみ

香川医療生活協同組合

法人本部組合員活動部

岸本大助さん
男性の子育ての参画

養成講座⑥（DVD 受講）子どもの病気
と看護基礎知識

へいわこどもクリニック

病児保育はとぽっぽ

増本正子さん
大江久海子さん

子どもの病気の基礎知識・
病児保育について

託児体験実習
8月 7日・10 月 1 日実施

託児ボランティアあゆみ　　
梶ヶ谷眞知子さん

学内で託児実習実施

＊＊＊養成講座の様子と参加者の声＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　養成講座①実践編は、実際に７か月から３歳までの乳幼児

が保護者と共に参加した。子ども達が講義室に入ってくると、

参加した学生はひどく緊張した面持ちで、マットの上で遊ぶ

子どもたちを遠巻きに佇んでいた。どうかかわっていいか、

どう手出しをしたらいいのかわからないといった様子であっ

た。同行したお母さんたちの子どもたちの扱い方を見て、やっ

とこわごわ手を出しながら、下記のような感想を残している。

＊＊＊養成講座①実践編　参加者の感想＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　赤ちゃんたちのそばまで行ってみると、どう接すれば良いのかわからなくて、戸惑ってしまいまし

た。そのことから、よく父親はあまり育児を手伝わないと言われるが「だだ、どう子どもに接すれば

良いのかわからないだけなのでは？」と思いました。そして、いかに子どもたちに接するかもっと勉

強しなければならないことを痛切に感じさせられました。   （経済学部男子）

　今回は、今まで活動されてきた写真を見たり、経験された先輩方の話を聞いたりして、より具体的

に活動内容を知ることができました。実際に赤ちゃんを見ると、やっぱりとても可愛くて、託児ボラ

ンティアに対してより強い魅力を感じました。　　    （法学部女子）

香大っこサポーターの育成と活躍～両立支援における地域との協働～
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＊＊＊託児体験実習　参加者の感想＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　託児実習をしてみて、子どもって本当に元気だと思いました。思っていたよりも話かけてくれたり、

笑ってくれたりして、かわいくてすごく癒されました。次の機会にはもっと周りを見れるようになり

たいです。　　　　　　　　　　　　　　　　　    （教育学部女子） 

　１歳２か月の子を担当しました。初めはずっと泣いていてどうしようかなと思っていましたが、慣

れてきたせいか、腕の中で泣き止んでくれた時はとてもうれしかったです。ごはんもたくさん食べて

くれて、可愛いなとおもいました。次回は、視野を広く持つことと、お母さん（お父さんに）予め話

もよく聞いておくことを心がけたいとおもいます。ありがとうございました。 （法学部女子）

　９か月の女の子の担当になり、言葉による意志の疎通が出来なかったので、とても苦労した。寝る

前と寝た後（起き掛け）は、少しでも抱っこをやめると泣いてしまうので大変だった。母親の方が、「育

児は体力が勝負」と言っていたのが印象的だった。    （農学部女子）

　子ども達との接し方がわからなかったが、子ども達の方から話しかけてくれたので、緊張がとけ、

こちらからも積極的に関わることが出来たと思う。　　　　　   （経済学部男子）

　小さな子とかかわる機会がない為、初めはどのように接していけばいいのか分からなかったが、子

どもたちが話しかけてくれたり、話しかけたら何らかの反応があり、子どもたちと一緒に楽しい時間

が過ごせたと思う。おむつを換えたり、食事の工夫（おにぎりを小さく握り直す）など貴重な体験も

できた。今日の体験を仕事や子育てなどに役立てていきたい。　　　　　 （看護学科女子）

　１歳の子２人とかかわった。離乳食を食べさせるとき、食事に飽きてしまっていたので、他の学生

があやしてくれて助かった。一人で食事やおしめを替えたりするのは大変で、お母さん方はいつも一

人でされているのはすごいと思う。半年ぶりのランチをお母さんに楽しんでいただけて良かった。

　          （教育学部女子）
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　実際に保育実習をやってみて、母親がどれだけ子育てに苦労しているのかがよく分かった。将来、

子育てをすることになったら、任せっきりにせず、自分も子育てを手伝わなくてはいけないなと思った。

　　　          （経済学部男子）

３．香大っこサポーターの活動

（１）児童サマースクールの取組

　平成23年度は、医学部ワーク・ライフ・バランス支援室からの希望で、８月18日19日医学部において、

本学初の短期学童保育「サマースクール医学部探検隊」を実施した。平成 22 年度にボランティアを

希望した教育学部の学生がリーダーとなり、登録した香大っ

こサポーターが中心になって運営した。２日間で 49 名の小

学生が参加した。サークルの学生の協力を得て、延べ 31 名

の学生が協力、充実した内容を提供することが出来た。また、

平成 24 年度は、医学部において、児童サマースクール「宿

題をやっつけよう」が５日間連続で開催された。子どもは９

名の参加であったが、この際も、教育学部の大学院生をリー

ダーに、香大っこサポーターが交代で活動を支えた。

　さらに、平成 25 年度は、初めて幸町キャンパスで児童サ

マースクール「幸町探検隊」を開催した。香大っこサポーター

３年目の学生がリーダーとなり、香大っこサポーター 19 名、

サークルから９名の学生が参加し運営した。小学生 30 名が

参加し、博物館探検や物理実験、手品やチアリーディング等、

豊かで楽しい内容を体験することが出来た。

（２）個別の託児の取組

　男女共同参画推進室の一時保育室を利用して、個別の託児の利用があり、

香大っこサポーターが対応した。講義の間の短時間の託児であったが、楽

しく安全に過ごすことができた。香大っこサポーターが一人で幼児と過ご

す際には、推進室内のスタッフの目の届く範囲で託児を行っている。緊急

時に備えたサポーターの安全な運用に配慮が求められる。

（３）休日出勤時の託児の取組

　平成 25 年１月 19 日 20 日のセンター入試の託児では、初めて香大っこ

サポーターが、民間の託児ボランティアと協働で、休日出勤時の託児を担

当した。２日間、４名の学生が交代で参加した。また、平成 25 年 11 月 23

日の推薦入試の託児でも、７名の学生が参加した。いずれも、長時間の託

児となり、子どもたちの負担は大きいが、学生が入れ替わり託児に加わる

図１　サマースクール開催案内

香大っこサポーターの育成と活躍～両立支援における地域との協働～
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ことで、楽しく活気のある託児になった。利用した子どもたちから、学生との触れあいが楽しかった

との感想も寄せられている。

＊＊＊香川大学託児事業に参画して＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　「来週は“センター試験”の託児」と周りの人に話すと、「そういう時代になったのねぇ」と全ての

ひとが受験生のためだと思うようです。私も含めてセンター試験を行うためにはその向こうに試験を

支える人たちがいること、そしてその人たちにも家族があり、幼い子どもたちがいることを忘れてし

まっています。

　今年で２年目をむかえたセンター託児の子どもたちも１日目は５名・２日目は７名と増え、また託

児を楽しみにしているお子さんもいてとても嬉しく思っています。今年は４名の学生さんの協力をお

願いいたしました。また事前に子どもたちと長い時間一緒に過ごす心構えをお話しする機会をいただ

きました。

　託児の場が“親の都合で仕方なく過ごす場”ではなく、“保育所や学校また家庭”とは違う別の楽

しい場所になるように、センター試験の託児は朝７時から夜７時までの長い時間となるので子どもた

ち一人一人の生活リズムを大切にしてゆったりと過ごす場になるように、また“遊んであげる”では

なく“一緒に遊ぶ”そして自分自身も楽しむことをお話ししました。４名の学生さんは一人一人個性

豊かで子どもたちも大喜びで一緒にほのぼのとした時間を過ごしていました。

　ままごと・ブロック・プラレール・折り紙・・・小さな子どもが寝ている間には大きな子どもは工

作やピタゴラスイッチをしたりと楽しい時間を過ごしました。少し早いお迎えのパパやママに「えぇ

～もう迎えにきたの？早すぎる！まだ遊ぶ」と託児者には最高の褒め言葉をいただきました。

（託児ボランティアあゆみ　梶ヶ谷眞知子　代表）

「女性研究者研究活動支援事業」事業成果報告書 (2013) より

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

（４）学会の託児の取組

　平成 25 年９月３日～５日に本学で開催された生物環境工学会

において、香大っこサポーターが学会託児を担当した。５か月

児の託児を３日間行ったが、10 名の学生が２人組になって担当

した。託児ボランティア「あゆみ」の協力を得て、発達にあっ

たおもちゃや補助具を提供してもらい、朝９時～ 17 時までの長

時間の預かりを快適に過ごすことが出来た。学生は、初めて赤

ちゃんにミルクを飲ませたり、おむつを替えたりと、緊張しな

がらも楽しんで、安全に託児に取組むことが出来た。

（５）香大っこサポーター活動報告会の開催

　平成 25 年 10 月１日、初めて香大っこサポーター活動報告会を開催した。参加者が託児体験実習や

サマースクール、学会の託児等の活動を生き生き語り合い、分かち合う機会となり、サポーターとし

ての苦労や成長ぶりを共に共有し合うことに繋がった。
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（６）大学の子ども向けイベントの支援

　平成 25 年 12 月 11 日、香川大学教育学部附属幼稚園の園児を招き、冬のまつりイルミネーション

点　灯式が開催された。本年は、香川大学の教職員の子どもたちにも案内を行い、６名の参加申し込

みがあった。この際も、香大っこサポーターが参加する子どもたちのお世話を行った。今後は学内の

イベントにおいても活躍の場を広げていきたいと計画している。

４．成果と今後の展開

　香大っこサポーターが結成されて３年が経過した。初めのうちは「何をしていいかわからず不安」

だった学生たちが、子どもたちとの触れあいの経験を積み、自ら、子どもたちに積極的に関わってい

く力をつけて行った。先輩たちの活躍の様子を見たり、民間サポーターの方から、子どもの尊厳を大

切にする託児者としての配慮の仕方を教わったり、何より力いっぱい活動し「楽しかった」と振り返っ

たりする中で、多くを学び感じ取ることができた。そして、ハッとしたりヒヤリとしたりする体験も

含めて、子どもたちに困らされたり、泣かれたりしながら、なんとかその場を乗り切る経験も積むこ

とができた。

　その成果をまとめるならば、次の３点があげられる。

１．乳幼児や小学生との触れあいを通じて、大人としての責任を持って、判断し、解決していく経験

を豊かに積むことができた。

２．子育て中の保護者との交流によって、多様なロールモデルを得ることができた。

３．子育ての支援者として、共感や関心を持って、地域との交流を広げることができた。

　このような成果を得て、年々、香大っこサポーターの活動内容は広がり、自主的な活動場面が増え

てきている。今後は、学内の男女共同参画推進への学生の担い手として、学内の組織へ参画し、発言

する機会を持ってもらいたいと願っている。平成 25 年度に開催される男女共同参画学内シンポジウ

ムでは、香大っこサポーターの取組発表を計画している。

５．まとめ

　香大っこサポーターの育成については、民間託児ボランティア「あゆみ」の皆さん、特に、代表 梶ヶ

谷眞知子氏のご指導とご協力が大きな力となった。そして、常に、最新の情報を提供していただく中

で、次第に、学生たちも地域の子育て支援の施策や情勢に興味を持って取組むようになった。さらに、

平成 25 年度には、「地域子育て支援士（二種」（NPO 法人子育てひろば全国連絡協議会認定）の資格

を、香大っこサポーターの有志４名が取得するという成果にも繋がった。今後は、この資格を活かし

て、地域の子育て支援の場にも、若手のリーダーとして、積極的に参加し続けてほしいと願っている。

香大っこサポーターの育成と活躍～両立支援における地域との協働～



122

香　川　大　学　教　育　研　究

注

１）託児ボランティア「あゆみ」は長年託児ボランティアとして活躍する民間団体。香川大学の休日

出勤時の託児の委託を受ける。地域子育て支援拠点施設　子育て広場「ぶんぶん」を運営。

２）香大っこサポーターの取組は平成 25 年８月 10 日の読売新聞の紙面でも取り上げられた。

３）女性研究者研究活動支援事業　平成 22 年度文部科学省（旧）女性研究者支援モデル育成事業「香

大発、地域ぐるみ女性研究者支援の高波を」が採択され、３年間取組んだ。
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資料３－１：ニュースレターによる広報１　vol.24 （2013.9.12 発行）
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